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D  3　　　　　　　　　　　　　　 家 事 労 働空 間 に 関 す る 一 考 察

第 １ 報　　 婦 人 の 生 活 と そ の 意 識

共 栄 学 園 短 大　　0 樋 口 真 基 子　　　　 日 女 大 家 政　 沖 田 富 美 子

目二的|　 婦 人 の家 庭 外 就 労 者 の 増 加 に 伴 い 、 家 事 労 働 の 性 別 役 割|分 担 の 考 え 方 が 問 い 直 さ|れ

て き て い る。 と い う の も 家 事 労 働の 負 担 を 婦 人 が お う と こ ろ が 未 だ 大 き い か ら で あ る。 し

か し 住 設 備 ・ 機 器 の 拡 充 化 に よ る 家 事 労 働 の 合 理 化 、 婦 人 の 生 活 に 対 す る 意 識 の 変 化 等 に

よ り 家 事 労 働 空 間 の あ り 方 も 従 来 の 要 求 と は 異 な っ て く る と 思 わ れ る 。 本 研 究 は 、 婦 人 の

生 活 と 意 識を 把 握 す る こ と に よ り 家 事 労 働空 間 の あ り 方 を 設 計 計 画 の 視 点 か ら 追 究 す る こ

と を 目 的|と し て い る 。 方 法　 某 女 子 大 学 の 学 生 の 母 親 を 対 象 に 調 査 表 配 布 に よ る 留 置 式 記

入 調 査 で あ る 。 調 査 時 期 は 昭 和57 年 ６～７月 。 調 査 配 布 数 は31  1件 、 有 効 調 査 表 は303 件 で あ

る。 鈷|果　 ① 調 査 対 象 の 婦 人 は 平 均 年 齢 が47.6 才 、I学 歴 は 高 卒 が 一 番 多 い 。 就 業 率 は51.72;

（n ° -!■、内 職も 含 む)5 日 以 上 の 勤 務 形 態 の 人 が８割 を 占 め る 。そ の 職 種 は 公 務 員 が19.2 ％ で 一

番 多 く 、 そ の 他 事 務 職 、商 工 ・ サ ービ ス 業 な ど で あ る 。 就 業 理 由 は 「 生 計 を 維 持 す る た め 」

「 自 分 の､能 力 ・ 技 能 を 生 か す た め 」 「 家 業 だ か ら 」 と す る 人 が３割 以 上 い る 。② 調 査 対 象 地

域 は 首 都圏 が 約５割 を 占 め る 。 対 象I住 宅 は 持 家 で 一 戸 建 て が 圧 倒 的 に 多 く 、平 均 延 床 面 積 が

40. 1坪 で あ り 台 所・食 事 室 の 形 式 が38.3 ％ あ る 。 な お　家 事 室 の あ る 世 帯 は14.5 ％ に す ぎ な

い 。 ③ 今 職 業 の 有 無 別 に まと め る と 、 ま ず 家 － 作 業 に 関し て は そ の 実 態 及 び 満 足 度 、 必 要

性 に 対 し て や や 違 い が あ り 、 ま た 家 事 時 間 に 対 す る 考 え 方 に は 明 ら か な 違 い が あ る 。 次 に

生 活 面 に 関 し て は 生 活 時 間 の 長 短 及 び 余 暇 行 為 の 過 ご し 方 に 顕 著 な 差 が み ら れ る 。 ま た 趣

味 活 動｀ 職 業 以 外 の 定 期 的 な 外 出 の 内 容 に も 若 干 違 い が声 る 。 さ ら に 婦 人 の 生 活 意 識 に 関

し て は 性 別 役 割 分 担 、 女 性 の 職 業 感 、 女 性 の 生 き 方 に 明 ら か な 違 い が み ら れ る 。

D  4 子 供部 屋の 実態と 子供 部屋に 対 する志 向

三重 大 強育　 中島 喜代 子

目的　 近 年｢ 子 供部 屋不要m｣ が盛 んに 唱えられ て おり 、子供部 屋を もつこ と が、家 族関

係にお い て家庭 の団 らん をそこ な う要 因とな り、子 供に 対し ては 非行の原 因に なるこ と。

住空 間の 使い 方 の上 では 、親の空 間を阻 害 する一 方で、子 供部 屋 が空白室化し 有 効利用さ れ

てい ない点 など が指 摘さ れてい る。こ れまで、 子供 部屋 の所有 等に つい て は諸 々 の調査 が

なさ れてい るが 、詳 細な子 供部 屋使用 の実 態を 追求し 、 上記 の問 題点 を検証 する 研究 は行

な われてい ない よ うに思 われる。 本報 では、 ま ず子供削屋 使用 の内 容と子供 部屋 に対 する

志向に､ついて 報 告 する。

方法　 伊勢 市内 にある 小・ 中・ 高 校生 と その母親を 対象 に、19   8 4 年７月～ ９ 月に かけ

てア ン ケート 調 査を実 施し た。そ の結果 、小 学生2   5  3 件、 中学生1    7  6 件、高 校生2  26

件ぐ一合 計6  6、５ 件 のサンプ ルを 得たＯ

結果(1) 子 供部 屋 の所 有率 は、 年 齢上昇とと もに増 加し 、高 校生で は9  6% を示し 、 専用

子 供 部屋 だけ で も8  5  侭に 達 する。(2)専用 子 供部 屋で行 な われる 行為は、主 に 就寝 ど 勉強

で、 年齢上 昇と とも にそ の率は 増 加する。また 、趣 味や更 衣行 為も 同傾向 を示 す。(3)専用

子 供 部B 政開 放 度は かなり高 く、 子供 部昼 の管 理を 親にさ せ７ い る割 合は 小学 生で は約半

数に のぼ り、勉 強を 居間 でする 割合も約４ 割 にyの ぼる。(4)し かし 、子 供部屋は自 分一 人で

落ちつ け る場とし て 希望 する傾向 が強 く みら れる が、 一方 親力子 供 部屋 が必要 である 理由

に勉強 をあげ る 傾向が強 く、 子佻 の自立 心を 養な うたず)と する 考え を上回 ってい る。 ま た

粧･の 寝室 よりも 子 供部屋 確保を優 先する 考え｡為 約 ろ割 を示 す。


